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二
句
短
評

一
句
目

―
息
災
は
誰
し
も
願
う
こ
と
だ
が
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
い
か
な
い
。作
者
は
以
前
大
病
を
さ
れ
た
の
か
と
思
う
。

病
後
は
い
ろ
い
ろ
気
を
つ
け
る
の
で
大
病
を
す
る
こ
と
も
な
く

な
る
の
だ
ろ
う
。「
夏
大
根
」
が
こ
の
句
を
引
き
締
め
、
実
感

の
あ
る
一
句
に
し
て
い
る
。

二
句
目

―
奉
書
紙
で
作
ら
れ
た
元
結
は
艶
や
か
な
髪
を
美
し

く
見
せ
る
。
緑
の
黒
髪
と
も
言
う
よ
う
に
「
緑
さ
す
」
と
「
髪
」

が
響
き
合
う
。
新
緑
の
杜
を
行
き
来
す
る
巫
女
の
黒
髪
と
元
結

の
白
い
紙
が
清
ら
か
に
描
か
れ
る
。

一
病
の
故
の
息
災
夏
大
根

横　

浜　

 

開　

米　

遊　

子

緑
さ
す
白
紙
も
て
結
ふ
巫
女
の
髪

天　

理　

 

松　

田　

吉　

上

玉
葱
の
ほ
つ
た
ら
か
さ
れ
ゐ
て
育
つ

長
岡
京　

 

藤　

堂　

く
に
を

古
簾
ふ
た
重
に
掛
け
て
独
り
住
む

高　

松　
 

白　

根　

純　

子

青
鷺
の
狙
ひ
外
さ
ぬ
構
へ
か
な

神　

戸　

 

小　

柴　

智　

子

十
薬
の
に
ほ
ひ
吐
き
切
る
ま
で
干
さ
れ 

京　

都 

本
谷
眞
治
郎

雨
靄
の
夕
べ
纏
へ
る
藻
刈
舟 

高　

知 

河
野　

紅
柳

た
ま
ゆ
ら
の
翅
の
戦
ぎ
や
糸
蜻
蛉 

神　

戸 

前
田　

容
宏

空
の
色
ぬ
け
出
す
風
の
花
樗 

大
牟
田 

森
永　

清
子

歳
月
を
辿
り
し
黴
の
一
書
か
な 

和
歌
山 

市
ノ
瀬
翔
子

麦
秋
を
縫
う
て
蛇
行
の
筑
後
川 

鳥　

栖 

西
山　

惠
二

軽
暖
や
リ
ュ
ッ
ク
に
二
つ
塩
む
す
び 

東　

京 

勝
又　

洋
子

隠
沼
の
日
向
へ
も
出
て
軽
鴨
親
子 

金　

沢 

中
村　

曜
子

初
蛙
古
代
の
森
を
覚
ま
し
ゆ
く 

福　

岡 

沖
永　

洋
美

赤
錆
の
廃
線
つ
づ
く
夏
野
原 

大　

阪 

中
本　
　

宙

薫
風
や
少
年
虚
子
の
山
河
訪
ふ 

今　

治 

比
留
木
の
ぶ
子

梯
子
掛
け
ね
ば
の
深
さ
や
溝
浚
へ 

神　

戸 

島
崎
す
ず
ら
ん

五
月
晴
遊
行
柳
へ
誘
ふ
風 

浜　

松 

朝
井　

治
代

白
の
無
垢
紫
の
艶
花
菖
蒲 

大　

川 

今
泉　

美
代

紫
陽
花
の
今
少
年
の
や
う
な
青 

能　

代 

三
上
乃
婦
子

●
山
田
佳
乃
　

選

入
選
六
十
句

特
選
五
句

花
鳥
諷
詠
選
集
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神
木
と
一
体
と
な
る
青
葉
木
菟 

太
宰
府 

白
石　

照
子

油
虫
大
騒
ぎ
し
て
ひ
と
り
か
な 

東　

京 

加
川　

尚
美

花
菖
蒲
川
面
に
揺
る
る
江
戸
情
緒 

草　

津 

田
中　

幸
湖

騒
然
と
湧
き
整
然
と
蟻
の
列 

市　

原 

飯
塚　

咲
子

行
き
に
寄
り
帰
り
に
寄
り
ぬ
苗
木
市 

姶　

良 

五
反
田
加
代

二
の
丸
の
藪
蚊
の
数
を
あ
な
ど
り
し 

浜　

田 

田
中　

靜
龍

梅
雨
空
や
切
り
岸
に
立
つ
岬
馬 

諫　

早 

安
原
さ
え
こ

婚
約
の
薔
薇
百
本
を
抱
く
娘 
久
留
米 

矢
野　

愛
子

ナ
イ
タ
ー
や
回
追
ふ
毎
の
空
の
色 
神　

戸 

片
岡　

橙
更

百
歳
は
一
つ
の
節
目
花
に
酌
む 

福　

山 
槙
岡　

義
道

梅
雨
冷
や
株
価
に
残
る
五
十
銭 

鹿
児
島 

青
野　

優
子

応
援
の
熱
気
に
た
た
む
日
傘
か
な 

堺　

 

杉
山
千
恵
子

五
月
雨
る
ゝ
森
が
奏
で
る
千
の
音 

茅
ヶ
崎 

川
口
み
さ
え

木
天
蓼
や
七
戸
の
里
へ
入
る
小
径 

島　

根 

猪
俣　

北
洞

住
み
捨
て
し
炭
坑
跡
の
蕗
を
刈
る 

北
海
道 

髙
間
ヨ
シ
ヱ

緑
蔭
に
濡
れ
陶
榻
に
人
を
待
つ 

香　

川 

柴
田　

礼
美

駅
前
の
カ
レ
ー
の
匂
ふ
薄
暑
か
な 

鹿
児
島 

西
村
正
一
郎

扉
な
き
慈
悲
の
山
門
朴
の
花 

荒　

尾 

大
川
内
み
の
る

音
立
て
て
も
の
の
煮
え
を
り
若
葉
寒 

松　

江 

松
嶋　

民
子

水
に
皺
よ
せ
て
亀
の
子
浮
い
て
き
し 

松　

原 

加
藤　

あ
や

麦
飯
や
大
き
な
梁
の
黒
光
り 

芦　

屋 

門
脇　

重
子

草
す
れ
す
れ
人
す
れ
す
れ
や
夏
燕 

藤　

岡 

飯
塚　

柚
花

何
や
彼
や
あ
り
し
菜
園
根
切
虫 

西　

予 

三
瀬　

教
世

一
睡
の
夢
と
散
り
た
る
沙
羅
の
花 

伊　

賀 

藤
井　

光
子

新
聞
を
読
む
か
の
や
う
に
蜘
蛛
歩
く 

東　

京 

寺
崎
三
枝
子

夏
座
敷
仕
舞
へ
る
物
は
み
な
仕
舞
ひ 

備　

前 

白
石　

昌
弘

分
校
を
映
す
植
田
の
二
枚
ほ
ど 

福　

岡 

芳
野　

加
代

紫
陽
花
や
雨
の
ち
曇
り
の
ち
薄
日 

糸　

島 

宮
脇　

睦
子

傾
ぎ
出
づ
一
帆
の
澪
風
薫
る 

神　

戸 

田
中
あ
か
ね

薫
風
や
仔
山
羊
の
首
に
金
の
鈴 

福　

岡 

野
口　

明
子
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早
口
を
競
ふ
が
ご
と
き
燕
か
な 

福　

山 

早
間　

幸
枝

紙
魚
疾
し
大
言
海
へ
も
ぐ
り
込
む 

宇　

佐 

磯
永
喜
八
郎

体
よ
り
は
み
出
す
声
や
雨
蛙 

神　

戸 

光
山　

惠
子

灯
さ
れ
て
雛
の
影
お
く
緋
毛
氈 

西　

予 

黒
田　

美
穂

風
船
に
片
手
あ
づ
け
て
飛
び
た
き
日 

柏　

原 

鈴
木
兵
十
郎

風
の
来
て
一
気
に
加
速
夏
の
蝶 

松　

山 

門
田　

安
世

あ
や
め
咲
く
嫁
入
舟
に
囃
舟 

東　

京 

川
原　

千
秋

子
蟷
螂
葉
裏
に
う
す
き
影
を
差
す 
鹿
児
島 

柳
橋　

宏
子

カ
ラ
フ
ル
な
帆
の
出
揃
ひ
て
初
夏
の
海 
倉　

敷 

中
田　

鈴
江

夏
場
所
や
能
登
の
力
士
に
沸
き
返
る 

金　

沢 
西
野
久
仁
夫

門
前
に
下
駄
の
音
し
て
山
笠
来
た
る 

福　

岡 

塚
田　

由
美

名
水
の
案
内
板
や
滴
れ
る 

朝　

来 

佐
竹
美
保
子

三
川
を
集
め
て
猛
る
男
梅
雨 

東
大
阪 

梶
田　

高
清

石
橋
の
隠
し
十
字
架
月
見
草 

春　

日 

本
田　

久
子

二
句
短
評

一
句
目

―
ど
ん
な
吉
報
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
薫
風
に

乗
っ
て
届
い
た
の
だ
。
春
風
が
乗
せ
て
来
る
の
は
進
学
や
就
職

の
報
せ
。
で
は
薫
風
は
ど
ん
な
報
せ
を
乗
せ
て
来
る
の
か
。
私

は
嬰
児
誕
生
の
報
だ
と
思
う
。
季
題
の
働
き
が
良
い
句
だ
。

二
句
目

―「
ま
た
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
作
者
の
居
ら
れ
る

地
域
で
は
離
農
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
少
子
高
齢

化
が
進
む
集
落
で
は
、
ど
こ
で
も
何
じ
様
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
目
を
逸
ら
す
こ
と
な
く
見
詰
め
て
行
く
こ
と
も
、
俳
人
の

仕
事
だ
。

薫
風
に
乗
り
吉
報
の
届
き
け
り

川　

崎　

 

飯　

川　

三　

無

ま
た
一
戸
離
農
の
畑
の
草
茂
る

小
千
谷　

 

大　

矢　

あ
き
こ

ま
た
し
て
も
期
待
の
苗
を
根
切
虫

宝　

塚　

 

二　

瓶　

美
奈
子

一
滴
の
雨
の
豹
変
梅
雨
出
水

神　

戸　

 

岩　

水　

ひ
と
み

新
茶
汲
む
静
か
な
音
に
立
つ
か
を
り

西　

脇　

 

岸　

本　

悦　

子

●
小
杉
伸
一
路
　

選

特
選
五
句
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誰
も
皆
無
言
な
り
け
り
大
瀑
布 

苫
小
牧 

杉
山　

桂
子

十
薬
の
に
ほ
ひ
吐
き
切
る
ま
で
干
さ
れ 

京　

都 

本
谷
眞
治
郎

し
ば
ら
く
を
秘
仏
の
里
の
薫
風
に 

生　

駒 

南　
　

純
子

麦
の
穂
の
出
揃
ひ
父
の
忌
の
近
き 

高　

山 

原
田　

尚
子

快
気
て
ふ
文
添
へ
新
茶
届
き
け
り 

福　

岡 

三
坂　

一
生

こ
れ
か
ら
の
暑
さ
思
ひ
ゐ
る
暑
さ 

浜　

田 

田
中
由
紀
子

駄
菓
子
屋
は
子
ど
も
の
砦
夏
燕 

大　

阪 

福
本
め
ぐ
み

歳
月
を
辿
り
し
黴
の
一
書
か
な 
和
歌
山 

市
ノ
瀬
翔
子

眼
帯
の
と
れ
て
青
葉
の
只
中
に 
加　

賀 
出
島　

達
子

そ
の
こ
と
の
過
去
と
な
り
ゆ
く
糸
取
女 

高　

槻 
林　
　

曜
子

我
思
ふ
故
に
吾
在
り
葦
茂
る 

高　

知 

栗
坂　

海
馬

緑
さ
す
白
紙
も
て
結
ふ
巫
女
の
髪 

天　

理 

松
田　

吉
上

梯
子
掛
け
ね
ば
の
深
さ
や
溝
浚
へ 

神　

戸 

島
崎
す
ず
ら
ん

薔
薇
百
花
汀
子
の
赤
を
探
し
け
り 

今　

治 

横
田
青
天
子

見
開
き
て
見
詰
む
子
鹿
の
瞳
か
な 

廿
日
市 

齋
藤　

金
二

新
刊
書
ひ
ら
く
と
き
め
き
春
灯 

東　

京 

庄
嶋　

里
子

波
音
に
負
け
ず
松
蟬
鳴
き
始
む 

徳　

島 

遠
藤　

和
良

よ
き
話
苦
労
話
や
古
茶
新
茶 

倉　

敷 

辻
田　

百
代

子
供
の
日
子
等
公
園
の
風
と
な
る 

大
牟
田 

猿
渡　

章
子

吹
く
だ
け
で
楽
し
草
笛
鳴
ら
ず
と
も 

稲　

城 

福
島
テ
ツ
子

空
と
海
溶
け
あ
ふ
ブ
ル
ー
風
薫
る 

金　

沢 

三
島
由
紀
子

草
笛
や
教
は
り
し
師
へ
レ
ク
イ
エ
ム 

姫　

路 

黒
田
千
賀
子

代
代
の
女
系
の
家
に
鯉
の
ぼ
り 

神　

戸 

石
角　

節
子

花
菖
蒲
川
面
に
揺
る
る
江
戸
情
緒 

草　

津 

田
中　

幸
湖

二
の
丸
の
藪
蚊
の
数
を
あ
な
ど
り
し 

浜　

田 

田
中　

靜
龍

さ
さ
や
か
な
退
院
祝
新
茶
汲
む 

諫　

早 

篠
崎　

清
明

白
鷺
の
着
地
の
軽
さ
夏
来
る 

羽　

生 

塩
田　

章
子

空
き
家
に
は
家
族
の
歴
史
苔
の
花 

山　

形 

揚
妻　

愛
子

婚
約
の
薔
薇
百
本
を
抱
く
娘 

久
留
米 

矢
野　

愛
子

独
唱
の
多
重
唱
へ
と
田
の
蛙 

柏　

 

内
田　

秋
歩

入
選
六
十
句



― 6 ―

百
歳
は
一
つ
の
節
目
花
に
酌
む 

福　

山 

槙
岡　

義
道

ソ
ー
ダ
水
ひ
と
日
で
終
る
恋
も
あ
り 

熊　

本 

西　

美
愛
子

採
れ
さ
う
で
採
れ
ぬ
距
離
な
り
枇
杷
実
る 

つ
く
ば 

大
倉
真
知
子

遠
雷
の
近
付
く
気
配
樹
々
騒
ぐ 

横　

浜 

久
保　

理
恵

命
あ
る
幸
せ
に
汲
む
新
茶
の
香 

久
留
米 

秋
吉　

鈴
子

真
青
な
る
海
に
飛
魚
突
き
刺
さ
る 

横　

浜 

松
永　

朔
風

外
つ
国
へ
赴
任
の
決
ま
り
夏
祓 

八　

尾 

淺
井　

祥
多

山
葵
田
や
風
も
日
差
も
わ
さ
び
色 
長　

岡 

安
井　

里
子

母
の
日
に
子
に
わ
が
ま
ま
を
一
つ
だ
け 
高　

知 

沢
田　

佳
代

一
病
の
故
の
息
災
夏
大
根 

横　

浜 
開
米　

遊
子

ウ
ク
レ
レ
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や
昭
和
の
日 

高　

松 

塩
田
八
寿
子

雨
を
得
て
草
茂
り
た
る
速
さ
か
な 

七　

尾 

松
本　

慶
子

ハ
イ
タ
ッ
チ
し
た
き
裸
婦
像
夏
来
る 

福　

岡 

阿
部　

弘
子

癒
え
し
身
を
喜
び
合
う
て
さ
く
ら
ん
ぼ 

白　

岡 

小
林
カ
ヨ
子

嘘
に
嘘
重
ね
て
看
取
る
万
愚
節 

箕　

面 

須
知
香
代
子

つ
い
り
し
て
日
本
列
島
重
く
な
る 

伊　

賀 

松
村　

咲
子

紫
陽
花
の
彩
を
仕
上
げ
て
昨
夜
の
雨 

宇　

佐 

水
野　

公
明

千
年
の
歴
史
を
く
ぐ
り
ゆ
く
茅
の
輪 

宇　

佐 

熊
埜
御
堂
義
昭

志
持
つ
て
二
十
歳
の
夏
に
入
る 

浜　

田 

三
沢　

孝
子

迫
り
来
る
山
万
緑
の
重
さ
か
な 

朝　

来 

枚
田
登
志
子

竹
落
葉
時
を
埋
め
て
を
り
に
け
り 

八
千
代 

向
阪　

由
紀

万
緑
の
生
き
る
勢
ひ
を
貰
ひ
け
り 

姫　

路 

上
原　

康
子

頭
か
ら
ど
う
ぞ
と
鮎
の
姿
焼 

金　

沢 

中
田　

康
子

で
で
虫
の
引
越
し
自
由
な
る
暮
し 

高　

知 

中
村　

梅
子

草
も
木
も
子
の
背
も
伸
び
る
五
月
か
な 

東　

京 

大
原　

栄
子

そ
よ
風
に
影
の
崩
る
る
代
田
か
な 

鹿
児
島 

角
屋
敷
昭
子

カ
ラ
フ
ル
な
帆
の
出
揃
ひ
て
初
夏
の
海 

倉　

敷 

中
田　

鈴
江

水
色
の
風
を
流
し
て
川
涼
し 

白　

山 

辰
巳　

葉
流

十
薬
の
白
き
暗
が
り
無
縁
塚 

武
蔵
村
山 

福
留　

和
江

一
枚
の
空
一
枚
の
麦
の
秋 

鳥　

栖 

緒
方　

輝
子
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○
第
３
回
虚
子
生
誕
一
五
〇
周
年
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
が
八
日
に
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
の
絵
の
魅
力
が
、
い
か
に
し
て

生
ま
れ
た
も
の
か
が
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
魅
力
は
、
協
会
発
行
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。「
稲
妻
」

の
句
の
よ
う
な
、
絵
に
な
る
場
面
が
い
か
に

し
て
生
ま
れ
る
の
か
味
わ
う
こ
と
も
、
作
句

の
一
助
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

○
筑
紫
磐
井
氏
の
虚
子
研
究
に
つ
い
て
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
い
た
し
ま
し
た
。「
外
」
か

ら
の
視
点
が
、
か
え
っ
て
虚
子
の
詠
法
を
客

観
的
に
洗
い
出
せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
異

質
な
世
界
と
比
較
し
た
時
、物
事
の
本
質
は
、

「
一
閃
」
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

俳
句
や
協
会
に
対
す
る
意
見
は
違
っ
て
も
、

虚
子
の
研
究
に
有
益
な
言
説
は
、
共
有
し
意

見
交
換
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
開
か
れ
た

「
器
」
と
し
て
、
本
誌
を
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
来
月
の
郵
便
費
改
訂
に
伴
い
、
本
誌
の
定

稲
妻
を
踏
み
て
跣
足
の
女
哉 

虚
子

　

稲
妻
が
し
き
り
に
光
っ
て
い
る
。
そ
の
地

に
落
ち
た
光
を
女
は
踏
ん
で
い
る
。「
神
鳴
」

と
違
っ
て
「
稲
妻
」
は
、
光
が
一
閃
し
、
暗

転
す
る
こ
と
に
焦
点
が
当
た
る
の
で
、
女
の

素
足
は
、
見
え
た
り
見
え
な
か
っ
た
り
し
て

い
る
の
だ
。
女
は
何
故
「
跣
足
」
で
外
に
出

て
い
る
の
か
？
何
か
危
急
の
こ
と
が
あ
っ
て

の
こ
と
に
相
違
な
い
。「
て
」
は
無
造
作
に

使
う
と
、何
が
何
し
て
ど
う
な
っ
た
と
な
り
、

句
集
に
多
い
と
賞
の
落
選
の
理
由
に
な
る
と

も
聞
く
。
逆
に
こ
の
「
て
」
は
、
一
閃
と
暗

転
に
踏
み
出
す
緊
張
感
を
示
し
て
い
る
。

価
を
上
げ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
会
費

と
は
関
係
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、念
の
た
め
。

 

（
井
上
泰
至
）

●
花
鳥
諷
詠
選
選
者
予
定

掲
載

締
切
り

選　

者

12
月
号
9
月
20
日

岩
岡
中
正

内
藤
花
六

1
月
号
10
月
20
日

山
田
佳
乃

佐
伯
緋
路

2
月
号
11
月
20
日

岩
岡
中
正

藤
井
啓
子

3
月
号
12
月
20
日

山
田
佳
乃

三
村
純
也

編 集 後 記

花
鳥
諷
詠
九
月
号（
通
巻
第
四
三
八
号
）

定
価
一
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〇
円　

但
し
、
本
代
は
年
会
費
に
含
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年
会
費
一
〇
、〇
〇
〇
円

令
和
六
年
九
月
一
日

発
行
人　

岩　

岡　

中　

正

発
行
所　

公
益
社
団
法
人

日
本
伝
統
俳
句
協
会

〒
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東
京
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渋
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シ
ャ
ン
ブ
ル
笹
塚
二-

Ｂ
一
〇
一

電　

話　

〇
三-

三
四
五
四-

五
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三-

三
四
五
四-

五
一
九
二

郵
便
振
替
　
口
座
番
号
　

〇
〇
一
六
〇-

七-

一
八
六
八
二
〇

印
刷
所　

日
本
ハ
イ
コ
ム
㈱

〒
112-

００14　

東
京
都
文
京
区
関
口
一-

一
九-

二


